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ＩＣＴ街づくり推進会議 普及展開ＷＧ 
これまでの検討結果について 
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ＩＣＴ街づくり推進会議 普及展開ＷＧにおける検討の経緯 

・５地域からのプレゼンテーション 
・フリーディスカッション 

第１回会合（平成２６年２月４日（火）） 

・野村総研、パナソニック、柏（スマートシティ企画）からのプレゼンテーション 
・フリーディスカッション 

第２回会合（平成２６年２月２５日（火）） 

・名古屋大学、九州大学、山口市からのプレゼンテーション 
・フリーディスカッション 

第３回会合（平成２６年３月１８日（火）） 

・三菱総研からのプレゼンテーション 
・これまでの検討結果についてフリーディスカッション 

第４回会合（平成２６年4月１１日（火）） 

【主要議題】 
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１．実証成果を容易に参照できる 
  技術的な環境整備 
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ＩＣＴ街づくり実証の成果を参照できる技術的な環境整備 

引き続き、 

●技術仕様については、他地域でも低コストで弾力的に「再利用可能」となるよう、 

 可能な限り「レイヤー構造化」、「モジュール化」 

●さらに、地域間の相互運用性等を確保するため、ＡＰＩについては出来る限り 

 オープン化 

を積極的に推進することが重要 

ＩＣＴ街づくり実証プロジェクトの成果を、他地域からも容易に参照できるよう、 

技術的な仕様として整備。 

これまでは、新たなアプリケーション等を導入する場合に、大規模なシステム改修

が必要になるケースが多々あり。また、システムの改修等にあたっては、特定の

ベンダーに依存し、高コストになる傾向。 
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２．実証成果の他地域での普及・展開を 
  支援するための体制整備 
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３．各地域におけるＩＣＴを活用した街づくり推進 
  のための仕組の構築 
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４．今後の検討の進め方・検討課題 
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今後の検討課題 27 

●ＩＣＴ街づくりの普及展開に向けた具体的方策のアクションプラン作成 
 
  ・ ICT街づくり推進事業の成果物であるソフトウェア群などの成果の管理等を行う体制整備 
  ・ ＩＣＴ街づくり推進事業の成果物の他地域への普及・展開を行う推進母体についての体制整備 
  ・ これらの体制を整備する際の支援方策 等 
  について、いつまでに、誰が、何を行うかの検討 
 
●持続可能なＩＣＴ街づくりモデルの検討 
 
  地域で自立的に持続可能なＩＣＴ街づくりモデル（運営体制、ビジネスモデル、エコモデル）の構築に向けた検討 等 
  （例： 地域ポイントの活用、一部サービスの有料化 等） 
 
 
●ＩＣＴを活用した街づくりに関する取組成果の情報発信 
 
  ショーケースとしての国内外への成果のＰＲ、セミナー・シンポジウムの開催 等   
 
 
●ＩＣＴを活用した街づくりに関する人材の育成・確保 
 
  「地域情報化アドバイザー」の更なる活用、街づくり人材育成プログラムの整備 等 
 
 
●成果の国際展開 
 
  ＩＣＴ街づくり推進事業で得られた成果を先端的な課題解決モデルとしてグローバルに展開する 
  ために必要な体制整備や国としての支援方策の検討 等 


